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総
会
の
冒
頭
、
陰
山
正
敏
会
長
が
、 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
気
味
だ
っ
た
稲
門
会 

事
業
を
活
発
化
さ
せ
、
世
代
、
職
域
を 

 
 

越
え
た
校
友
の
交
流
、
親
睦
を
図
る
と 

 

と
も
に
、
大
学
へ
の
更
な
る
貢
献
を
目
指

す
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

      

              

ま
た
議
題
で
は
、
二
つ
の
稲
門
会
の 

 

合
併
に
よ
り
、
更
に
広
域
の
交
流
が
可
能

と
な
る
と
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
満
場

一
致
の
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
を
合
併
の
準
備
期
間
と
し
、
役
員
、 

 
 

会
則
等
の
検
討
を
行
い
令
和
６
年
度
総
会

で
正
式
合
併
と
な
り
ま
す
。 

旧
静
岡
市
、
清
水
市
が
合
併
し
政
令
市

と
な
っ
て

20

年
。
そ
れ
ぞ
れ
の
稲
門
会

は
お
互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
も
、 

 

地
域
に
合
っ
た
事
業
活
動
を
行
う
た
め
、

独
立
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
合
併
で
、
広
域
で
の
新
た
な
事
業
の

活
発
な
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

            

    

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
３
期

12

年
の
任
期
を
終
え
退
任
し
た
田
辺
信

宏
前
静
岡
市
長
と
春
の
叙
勲
で
教
育
功
労

の
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
た
吉
田
昌
弘

氏
（
当
会
幹
事
長
）
に
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
田
辺
氏
か
ら
は
任
期
中
の
支

援
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

清
水
稲
門
会
総
会
で
も 

 

２
月

10

日
（
金
）
清
水
稲
門
会
（
豊

島
勝
一
郎
会
長
）
総
会
が
開
か
れ
、
静
岡

市
稲
門
会
の
総
会
決
議
を
待
っ
て
合
併
す

る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
議
し
て
い
ま
す
。 

      

志
太
榛
原
稲
門
会
も
合
併
へ 

志
太
榛
原
稲
門
会
（
齋
藤
幸
男
会
長
）

は

11

月

18

日
（
土
）
に
総
会
を
開
催
。

再
来
年
の
統
合
を
満
場
一
致
で
決
議
し
ま

し
た
。
静
岡
市
、
清
水
、
志
太
榛
原
が
統

合
す
れ
ば
、
県
中
部
全
体
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

令
和
６
年
県
稲
門
祭
を
静
岡
で
開
催 

 

来
年
度
の
静
岡
県
稲
門
祭
は
中
部
が
担

当
で
主
管
を
志
太
榛
原
稲
門
会
が
務
め
ま

す
が
、
会
場
の
都
合
で
以
下
の
よ
う
に
静

岡
市
内
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
中
部
統
合
の
試
金
石
と
な
り
ま
す
。 

◇
令
和
６
年
８
月

31

日
（
土
） 

◇
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
（
静
岡
駅
前
） 

こ
ん
ぺ
き 

 
 

静
岡
・
清
水
稲
門
会
の
合
併
方
針
を
決
議 

 
 

 
 

 

令
和
５
年
度
静
岡
市
稲
門
会
総
会 

静岡市稲門会 

会報 11 号 

2023．12.15 

 

５
月

12

日
（
金
）
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
静
岡
市
稲
門
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
最
大
議
題
は
静
岡
市
稲
門
会
と
清
水
稲
門
会
の 

合
併
に
つ
い
て
。
本
提
案
に
対
し
全
会
一
致
で
合
併
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

明るく楽しく前向

きにと 

隂山正敏会長 

清水稲門会 

豊島勝一郎会長 
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「
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、

親
睦
深
め
」
と
い
う
趣

旨
の
「
早
慶
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
」（
あ
ち
ら
で
は

慶
早…

と
言
い
ま
す

が
）
で
す
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
は
自
粛
筆

頭
の
事
業
で
し
た
。 

 

よ
う
や
く
７
月

28

日
（
金
）
グ
ラ
ン
デ
ィ

エ
ー
ル
で
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
早
慶 

 

合
わ
せ
百
三
十
六
人
が

出
席
、
大
い
に
飲
ん
で

歌
い
ま
く
り
ま
し
た
。 

        

   

 

10

月

22

日
（
日
）
早
稲
田
大
学
構
内

で
の
稲
門
祭
で
は
、
静
岡
県
学
生
稲
門
会

が
ブ
ー
ス
を
出
店
、
県
支
部
連
合
会
が 

 

こ
れ
を
支
援
し
ま
し
た
。
静
岡
市
稲
門
会

で
も
安
倍
川
餅
セ
ッ
ト
を
提
供
、
当
日 

 

完
売
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

        
 

 
 

 

 

ブ
ー
ス
前
に
集
ま
っ
た
県
内
各
稲
門
会

の
役
員
た
ち
。
チ
ン
ド
ン
屋
の
恰
好
は
県

支
部
連
の
中
山
幹
事
長
。
い
い
笑
顔
で
す
。 

   

秋
の
野
球
大
会
と
し
て
す
っ
か
り
定
着

し
た
感
の
あ
る
「
オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
ー
グ
㏌
静
岡
」
。

11

月

25

日
（
土
）

の
、
早
稲
田
大
学
と
立
教
大
学
の
ゲ
ー
ム

に
校
友
達
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

         ◇
早
慶
麻
雀
大
会 

 

９
月

15

日
（
金
）
麻
雀
荘
「
駅
南
」

25

名
参
加
。
優
勝
は
慶
大
の
疋
野
幹
男
氏
。 

◇
早
慶
ゴ
ル
フ
大
会 

10

月

21

日
（
土
）
菊
川
Ｃ
Ｃ 

16

名

参
加
。
優
勝
は
慶
大
仲
山
寛
治
氏
。 

４年分の校歌、応援歌を熱唱 
早慶ビアパーティー開催 

 

大
学
で
稲
門
祭 

静
岡
県
学
生
稲
門
会
を
支
援 

 

オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ 

 

早
大
立
大
が
激
突 

熱い応援で母校は 11 対 0 の快勝 
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       静
岡
の
「
お
街
」
を
盛
り
上
げ 

今
年
度
よ
り
稲
門
会
に
入
会
い
た
し 

ま
し
た
１
９
９
０
年
商
学
部
卒
の
大
橋 

美
智
子
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

私
は
、
卒
業
後
静
岡
銀
行
に
入
行
し
、

14

回
の
転
勤
を
経
て
現
在
は
本
店
営
業

部
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。 

稲
門
会
の
先
輩
で
あ
る
お
取
引
先
の
社

長
さ
ま
か
ら
７
月

28

日
に
行
わ
れ
た
懇

親
会
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
に

校
歌
を
歌
え
る
と
思
い
嬉
々
と
し
て
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
運
動
不
足
が
祟
っ
て
、

右
腕
が
翌
日
痛
く
な
っ
た
と
い
う
オ
チ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
稲
門
会
の
諸
先
輩
方
に

お
会
い
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
卒
業
後
、
ど
ん
な
道
を
歩

ん
で
い
て
も
「
早
稲
田
」
の
名
の
も
と
、 

   

す
ぐ
に
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
け

る
・
・
・
本
当
に
「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
」

と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

       

日
々
、
仕
事
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
静
岡

の
ま
ち
を
堪
能
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

た
だ
い
ま
「I 

L
o

v
e

 
静
岡
協
議
会
」

の
監
事
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
青
葉
公
園

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
年
末
年
始
に
は

葵
ス
ク
エ
ア
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
登
場

さ
せ
た
り
と
、
静
岡
の
「
お
街
」
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
色
々
な
企
画
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
業
で
あ
る
銀
行
員

と
し
て
、
お
街
を
愛
す
る
一
員
と
し
て
、

静
岡
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
街
で
見
か
け
ま
し

た
ら
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、

末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

   静
岡
で
様
々
な
事
件
と
向
き
合
う 

読
売
新
聞
静
岡
支
局
で
記
者
を
し
て
お

り
ま
す
、
中
島
和
哉
と
申
し
ま
す
。
２
０

２
２
年
に
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
を
卒

業
し
ま
し
た
。
入
社
後
、
縁
あ
っ
て
静
岡

配
属
と
な
り
、
現
在
は
記
者
２
年
目
。
事

件
や
事
故
、
裁
判
を
中
心
に
、
教
育
、
福

祉
、
防
災
、
ス
ポ
ー
ツ
、
静
岡
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
幅
広
く
取
材
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
世
界
と
出
会
う
度
に
好
奇
心
を
刺

激
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ひ
た
す
ら
に
勉
強

を
続
け
る
日
々
で
す
。 

 

静
岡
に
着
任
し
て
以
来
、
印
象
に
残
る

事
件
も
あ
り
ま
し
た
。
牧
之
原
市
の
幼
稚

園
バ
ス
に
女
児
が
置
き
去
り
に
さ
れ
亡
く

な
っ
た
事
件
、
静
岡
市
清
水
区
の
国
道
バ

イ
パ
ス
の
橋
桁
が
落
下
し
た
事
故
、
再
審

中
の
袴
田
事
件
な
ど―

―

。
現
場
に
赴
い

て
事
実
を
記
録
す
る
責
任
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
背
景
を
考
え
た
り
、
悩
み

を
抱
え
た
人
の
声
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と

の
意
義
深
さ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

静
岡
ま
つ
り
や
静
岡
お
で
ん
、
サ
ク
ラ

エ
ビ
漁
な
ど
、
伝
統
行
事
や
食
事
に
も
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
時
に
は
天
竜
で
林
業
を

体
験
し
て
木
を
切
っ
た
り
（
＝
写
真
）
、
御

殿
場
で
酪
農
を
体
験
し
て
搾
乳
し
た
り
し

て
、
そ
れ
を
ル
ポ
と
し
て
業
界
の
魅
力
や

困
難
を
伝
え
る
試
み
を
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。 

        

休
日
は
ふ
ら
ふ
ら
と
街
散
策
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
、
静

岡
に
つ
い
て
も
勉
強
中
の
身
。
恐
縮
で
す

が
、
先
輩
の
皆
さ
ま
と
お
知
り
合
い
に
な

っ
て
、
お
話
を
伺
い
た
く
存
じ
ま
す
。
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
甚
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

静
岡
銀
行
女
性
初
の
執
行
役
員
で
も
あ
る
大
橋
美
智
子
さ
ん
、 

 

読
売
新
聞
静
岡
支
局
の
中
島
和
哉
氏
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
寄
稿 

 

（
株
）
静
岡
銀
行
執
行
役
員 

本
店
営
業
部
長 

 
 

大
橋
美
智
子
さ
ん 

 
 

 

（
１
９
９
０
年
商
学
部
卒
） 

 

読
売
新
聞
社
静
岡
支
局 

 

記
者 

中
島
和
哉 

氏 

 
 

 
 
(

２
０
２
２
年
政
経
卒) 

 

林業体験をルポ 

満開の桜をバックに 
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葵
区
長
谷
町
の
静
岡
高
校
へ
訪
問
す
る

と
、
ス
タ
イ
ル
抜
群
の
織
田
敦
校
長
が 

 

爽
や
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

織
田
校
長
は
こ
の
４
月
に
浜
松
西
高
校
長

か
ら
同
高
に
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
。 

 

早
速
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

◇
英
語
教
育
に
目
覚
め
る 

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
へ
は
、
文
学
、

語
学
へ
の
志
が
止
み
難
く
、
他
の
大
学
商

学
部
か
ら
入
り
直
し
た
と
い
う
異
色
の
経

歴
で
す
。
当
初
か
ら
教
育
者
へ
の
志
向
が

強
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
教

職
で
経
験
し
た
英
語
教
育
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
指
導
法
か
ら
、
教
育
の
面
白
さ
、

意
義
深
さ
に
目
覚
め
た
と
い
い
ま
す
。 

最
初
に
磐
田
南
高
に
英
語
科
教
師
と
し

て
赴
任
し
た
時
は
、
現
実
の
厳
し
さ
に
直

面
し
ま
す
が
、
新
し
い
教
材
作
り
な
ど
を 

     通
じ
失
敗
の
中
で
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

◇
英
国
レ
ス
タ
ー
大
の
修
士
獲
得 

98

年
小
笠
高
時
代
に
、
英
国
エ
セ
ッ

ク
ス
大
で
半
年
間
の
研
修
を
受
け
、
帰
国

後
は
新
た
な
視
点
で
英
語
教
育
に
取
り 

組
み
ま
す
。
ま
た
英
国
レ
ス
タ
ー
大
学
の

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
３
年
か
け

修
士
を
取
得
す
る
な
ど
、
多
忙
の
中
、 

 
 

努
力
を
惜
し
ま
な
い
の
は
、
英
語
教
育
へ

の
情
熱
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。 

       

静
岡
高
校
の
校
訓
で
あ
る
「
卬
高
（
こ 

う
こ
う
＝
高
き
を
仰
ぐ
）
」
に
は
大
い
に 

共
感
し
た
と
、
努
力
家
な
ら
で
は
の
織
田

先
生
の
感
想
で
あ
り
ま
し
た
。 

「
国
内
外
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
」

と
い
う
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
全
教
諭

と
と
も
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
す
。
静
岡
高
校
で
は
校
長
職
務
と
同
時

に
、
県
高
等
学
校
長
協
会
会
長
な
ど
全
県

の
公
立
高
校
、
特
別
支
援
学
校
の
代
表
と

も
な
り
、
益
々
多
忙
の
毎
日
で
す
。 

◇
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ク
を
愛
す 

 

大
学
時
代
は
映
画
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

八
ミ
リ
で
す
が
映
画
製
作
ま
で
手
掛
け
、

早
稲
田
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
位
の

賞
を
獲
得
も
し
て
い
ま
す
。
音
楽
が
趣
味

で
、
若
き
時
か
ら
ギ
タ
ー
を
つ
ま
弾
い
て

い
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
の
結
婚
式
で
は
、

忙
し
い
中
、
練
習
を
重
ね
、
お
祝
い
の 

 
 

ギ
タ
ー
演
奏
を
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。 

 

駅
ま
で
歩
く
な
ど
、
体
調
管
理
も
忘
れ

ま
せ
ん
。
努
力
の
苦
労
の
跡
を
感
じ
さ
せ

な
い
教
育
者
、
趣
味
人
で
あ
り
ま
し
た
。 

                       

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す 

校
友
の
職
場
を
訪
問 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を 

県
立
静
岡
高
等
学
校 

校
長 

織
田
敦
さ
ん
（
１
９
９
１
年
文
学
卒
） 

 

 

令
和
６
年
新
年
会
案
内 

 

◇
日
時 

令
和
６
年
２
月
９
日
（
金
） 

 
 

 
 

 

午
後
６
時
半
～ 

 

◇
会
場 

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル 

 

◇
申
し
込
み 

同
封
案
内
状
に
記
入
し
、 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
で
事
務
局

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。 

◇
大
学
校
友
会
事
務
局
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
大
学
や
校
友
会
に
つ
い
て
現
況

な
ど
を
伺
う
予
定
で
す
。 

令
和
６
年
度
事
業
に
つ
い
て 

◇
5
月
10
日
（
金
）
総
会 

◇
7
月
26
日
（
金
） 

早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー 

◇
8
月
31
日
（
土
）
県
稲
門
祭 

◇
9
月
21
日
（
金
）
早
慶
麻
雀
大
会 

◇
10
月
19
日
（
土
）
早
慶
ゴ
ル
フ
大
会 

◇
10
月
20
日
（
日
）
大
学
稲
門
祭 

◇
12
月 

 
 

 
 

会
報
発
行 

◇
令
和
7
年
2
月
7
日
（
金
）
新
年
会 

※
定
例
役
員
会
、
拡
大
役
員
会
（
随
時
）

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。 

 
 

 

「
こ
ん
ぺ
き
」
は
静
岡
市
稲
門
会
の
会
報 

で
す
。
校
友
で
紹
介
し
た
い
記
事
、
情
報 

 

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
。 

  

◇
事
務
局
長 

白
濱
史
教 

 

電
話 
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